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6月定例会
 2 婦人の家に代わる新しい加工施設建築スタート
 5 岩美高生が６月定例会を傍聴
 6 ５議員が町政を質す
 12 消防団長さん、分団長さんに聞きました
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大岩保育所のなつまつり
年長さんの元気な竹太鼓が
オープニングを飾りました
　　　　　　　（７月６日）



議　　　　　　案提出者 審議結果 賛否の状況
町　長
町　長
町　長
町　長
町　長
町　長
町　長
町　長
議　員
議　員

可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
同　意
可　決
可　決

森林整備促進基金条例の設定
特別職の職員等で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
岩美病院の使用料及び手数料条例の一部改正
農産物加工施設建築工事の請負契約の締結
一般会計補正予算
国民健康保険特別会計補正予算
介護保険特別会計補正予算
固定資産評価審査委員会委員の選任同意
新たな過疎対策法の制定に関する意見書
特別委員会の名称及び設置目的の変更

６月定例会の審議結果と賛否の状況

全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致

議　　　　　　案提出者 審議結果 賛否の状況
町　長
町　長
町　長
町　長
町　長
町　長

承　認
承　認
承　認
承　認
可　決
可　決

30年度一般会計補正予算（専決処分）
30年度介護保険特別会計補正予算（専決処分）
税条例等の一部改正（専決処分）
国民健康保険税条例の一部改正（専決処分）
国民健康保険税条例の一部改正
介護保険条例の一部改正

５月臨時会の審議結果と賛否の状況

反対：杉村宏
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致

　
特
別
交
付
税
の
決
定
な
ど

に
伴
い
、
６
３
１
５
万
円
の

増
額
を
承
認
し
ま
し
た
。

■問
　出
資
金
返
還
金
に
つ
い

て
、
い
わ
み
道
の
駅
で
は
資

本
金
に
組
み
入
れ
て
い
な
い

の
で
、
実
質
出
資
金
で
は
な

い
。
そ
れ
を
出
資
金
返
還
金

と
称
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

■答
　町
は
出
資
金
と
し
て
支

出
し
、
決
算
上
も
出
資
金
と

し
て
い
る
実
態
に
基
づ
い
て
、

返
還
を
受
け
入
れ
た
も
の
で

あ
る
。

新
た
な
過
疎
対
策
法
の

制
定
に
関
す
る
意
見
書

特
別
委
員
会
の
名
称
及

び
設
置
目
的
の
変
更

　
現
行
の
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
が
失
効
す
る

３
年
３
月
以
降
も
、
過
疎
対

策
を
充
実
強
化
す
る
法
制
定

に
向
け
て
、
国
会
・
政
府
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
に
設
置
し
た
議

員
報
酬
調
査
特
別
委
員
会
の

議
論
が
、
議
員
報
酬
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
議
会
活
動
の
在

り
方
や
他
の
公
的
支
給
な
ど

に
発
展
し
て
い
る
た
め
、
調

査
項
目
を
追
加
し
、
名
称
を

議
会
活
動
の
在
り
方
検
討
特

別
委
員
会
に
改
め
ま
し
た
。

　
前
々
期
の
議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
か
ら
引
き
継
が

れ
た
事
項
も
含
め
、
町
民
の

負
託
に
こ
た
え
ら
れ
る
議
会

に
な
る
た
め
に
、
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
、
期
間
を
設
定

し
て
着
実
に
実
行
し
ま
す
。

杉
村
宏
議
員

　
町
議
会
に
対
す
る
町
民
の

評
価
は
非
常
に
厳
し
い
。
議

会
や
議
員
の
活
動
全
般
に
つ

い
て
、
大
い
に
協
議
を
深
め

た
い
。

注：議長は本会議の採決に加わらない。

賛
成
討
論

30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
専
決
処
分
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

討
 
 論

■反
■対　
　（
杉
村
　
宏
議
員
）

　
出
資
金
返
還
金
と
し
て
受

け
入
れ
る
こ
と
は
、
過
ち
を

過
ち
の
ま
ま
葬
り
去
る
処
分

だ
。

　
税
率
及
び
課
税
額
か
ら
減

額
す
る
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

５
月
31
日
臨
時
会

　
10
月
３
日
開
館
予
定
の

中
央
公
民
館
の
備
品
購
入

を
、
全
員
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

○
多
目
的
ホ
ー
ル
備
品
一
式

取
得
価
格

　 

　
１
１
３
４
万
円

納
入
者

　 

㈱
玉
屋
鳥
取
支
店

納
入
期
限
　
９
月
20
日

○
研
修
室
外
備
品
一
式

取
得
価
格

　
　
　
　
８
５
７
万
円

納
入
者

　
㈱
衣
笠
商
会
鳥
取
支
店

納
入
期
限
　
９
月
20
日

財
産
の
取
得（
２
件
）

６
月
25
日
臨
時
会

　
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
元
年
７
月

１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　
田
川
　
幸
治
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
陸
上
）

人
　事

人
　事

　
10
月
か
ら
の
消
費
増
税
に

あ
わ
せ
て
、
介
護
保
険
料
の

低
所
得
者
軽
減
策
を
強
化
し

ま
し
た
。

現「婦人の家」で豆腐作りをする六軒会の皆さん

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
、

３
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
10
議
案
の
す
べ
て
を
、

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
概
要

農
産
物
加
工
施
設
建
設

工
事
請
負
契
約
の
締
結

森
林
整
備
促
進
基
金
条

例
の
設
定

一
般
会
計
補
正
予
算

6月定例会

　
役
場
前
の
県
道
拡
幅
工
事

に
伴
っ
て
、「
婦
人
の
家
」

に
代
わ
る
新
た
な
農
産
物
加

工
施
設
を
、
旧
浦
富
保
育
所

跡
地
に
建
築
し
ま
す
。

工
事
完
成
期
限

　
２
年
３
月
25
日

請
負
代
金
額

　
１
億
３
６
２
万
円

請
負
者

本
庄
・
福
上
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

　
１
億
２
８
４
１
万
円
を
増

額
し
て
、
予
算
総
額
を
67
億

４
８
４
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

浜
浦
富
地
区
公
民
館
の
建
替

え
に
係
る
補
助
等

　
　
　
　
　
３
０
１
９
万
円

　
浜
浦
富
地
区
公
民
館
の
建

替
え
を
、
宝
く
じ
の
助
成
事

業
な
ど
各
種
制
度
を
活
用
し

て
支
援
す
る
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

交
付
金
　
１
５
０
０
万
円

②
部
落
公
民
館
整
備
補
助
金

　
　
　
　
　
　
５
１
９
万
円

③
わ
が
ま
ち
づ
く
り
資
金
貸

付
金
　
　
１
０
０
０
万
円

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
事
業
費

　
　
　
　
　
３
７
７
９
万
円

　
浦
富
地
内
に
整
備
さ
れ
る

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
の
整
備
費
に
対
し
、

鳥
取
県
か
ら
補
助
を
受
け
て

交
付
す
る
。

蒲
生
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
改
修

支
援
事
業
費

　
　
　
　
　
　
２
２
０
万
円

　
Ｊ
Ａ
鳥
取
い
な
ば
が
更
新

す
る
乾
燥
機
４
台
の
経
費
を

補
助
す
る
。

予
防
接
種
事
業
費

　
　
　
　
１
９
１
万
円
増
額

　
風
し
ん
に
係
る
公
的
予
防

接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
か

っ
た
男
性
を
、
３
年
度
ま
で

定
期
予
防
接
種
の
対
象
と
す

る
。
風
し
ん
抗
体
価
検
査
費

と
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
費
を

増
額
。

　
今
年
度
、
40
〜
57
歳
の
男

性
が
対
象
。

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
住
宅
改
修
費

等
補
助
金

　
　
　
　
４
９
０
万
円
増
額

　
空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し

て
転
入
し
、
住
宅
改
修
を
希

望
す
る
人
が
増
加
し
て
い
る
。

消
防
団
員
退
職
報
奨
金

　
　
　
　
１
６
１
万
円
増
額

　
支
給
対
象
と
な
る
消
防
団

員
の
退
職
者
が
16
人
か
ら
19

人
に
増
加
し
た
。

中
学
校
少
人
数
学
級
編
制
費

　
　
　
　
３
０
０
万
円
増
額

　
中
学
校
３
年
生
で
生
徒
数

が
１
人
減
少
し
、
県
の
基
準

を
下
回
っ
た
た
め
、
県
へ
の

協
力
金
が
増
額
と
な
っ
た
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
受
入

に
伴
っ
て
、
森
林
整
備
に
資

す
る
事
業
の
財
源
と
し
て
効

率
的
に
運
用
す
る
た
め
、
新

た
な
基
金
を
設
け
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
受
入
予
定
額
は

３
３
０
万
円
で
す
。

婦人の家に代わる新しい
加工施設 建築スタート
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町　長
町　長
町　長
町　長
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可　決
可　決
可　決
可　決
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議　　　　　　案提出者 審議結果 賛否の状況
町　長
町　長
町　長
町　長
町　長
町　長

承　認
承　認
承　認
承　認
可　決
可　決

30年度一般会計補正予算（専決処分）
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国民健康保険税条例の一部改正（専決処分）
国民健康保険税条例の一部改正
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５月臨時会の審議結果と賛否の状況

反対：杉村宏
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致

　
特
別
交
付
税
の
決
定
な
ど

に
伴
い
、
６
３
１
５
万
円
の

増
額
を
承
認
し
ま
し
た
。

■問
　出
資
金
返
還
金
に
つ
い

て
、
い
わ
み
道
の
駅
で
は
資

本
金
に
組
み
入
れ
て
い
な
い

の
で
、
実
質
出
資
金
で
は
な

い
。
そ
れ
を
出
資
金
返
還
金

と
称
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

■答
　町
は
出
資
金
と
し
て
支

出
し
、
決
算
上
も
出
資
金
と

し
て
い
る
実
態
に
基
づ
い
て
、

返
還
を
受
け
入
れ
た
も
の
で

あ
る
。

新
た
な
過
疎
対
策
法
の

制
定
に
関
す
る
意
見
書

特
別
委
員
会
の
名
称
及

び
設
置
目
的
の
変
更

　
現
行
の
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
が
失
効
す
る

３
年
３
月
以
降
も
、
過
疎
対

策
を
充
実
強
化
す
る
法
制
定

に
向
け
て
、
国
会
・
政
府
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
に
設
置
し
た
議

員
報
酬
調
査
特
別
委
員
会
の

議
論
が
、
議
員
報
酬
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
議
会
活
動
の
在

り
方
や
他
の
公
的
支
給
な
ど

に
発
展
し
て
い
る
た
め
、
調

査
項
目
を
追
加
し
、
名
称
を

議
会
活
動
の
在
り
方
検
討
特

別
委
員
会
に
改
め
ま
し
た
。

　
前
々
期
の
議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
か
ら
引
き
継
が

れ
た
事
項
も
含
め
、
町
民
の

負
託
に
こ
た
え
ら
れ
る
議
会

に
な
る
た
め
に
、
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
、
期
間
を
設
定

し
て
着
実
に
実
行
し
ま
す
。

杉
村
宏
議
員

　
町
議
会
に
対
す
る
町
民
の

評
価
は
非
常
に
厳
し
い
。
議

会
や
議
員
の
活
動
全
般
に
つ

い
て
、
大
い
に
協
議
を
深
め

た
い
。

注：議長は本会議の採決に加わらない。

賛
成
討
論

30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
専
決
処
分
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

討
 
 論

■反
■対　
　（
杉
村
　
宏
議
員
）

　
出
資
金
返
還
金
と
し
て
受

け
入
れ
る
こ
と
は
、
過
ち
を

過
ち
の
ま
ま
葬
り
去
る
処
分

だ
。

　
税
率
及
び
課
税
額
か
ら
減

額
す
る
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

５
月
31
日
臨
時
会

　
10
月
３
日
開
館
予
定
の

中
央
公
民
館
の
備
品
購
入

を
、
全
員
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

○
多
目
的
ホ
ー
ル
備
品
一
式

取
得
価
格

　 

　
１
１
３
４
万
円

納
入
者

　 

㈱
玉
屋
鳥
取
支
店

納
入
期
限
　
９
月
20
日

○
研
修
室
外
備
品
一
式

取
得
価
格

　
　
　
　
８
５
７
万
円

納
入
者

　
㈱
衣
笠
商
会
鳥
取
支
店

納
入
期
限
　
９
月
20
日

財
産
の
取
得（
２
件
）

６
月
25
日
臨
時
会

　
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
元
年
７
月

１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　
田
川
　
幸
治
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
陸
上
）

人
　事

人
　事

　
10
月
か
ら
の
消
費
増
税
に

あ
わ
せ
て
、
介
護
保
険
料
の

低
所
得
者
軽
減
策
を
強
化
し

ま
し
た
。

現「婦人の家」で豆腐作りをする六軒会の皆さん

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
、

３
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
10
議
案
の
す
べ
て
を
、

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
概
要

農
産
物
加
工
施
設
建
設

工
事
請
負
契
約
の
締
結

森
林
整
備
促
進
基
金
条

例
の
設
定

一
般
会
計
補
正
予
算

6月定例会

　
役
場
前
の
県
道
拡
幅
工
事

に
伴
っ
て
、「
婦
人
の
家
」

に
代
わ
る
新
た
な
農
産
物
加

工
施
設
を
、
旧
浦
富
保
育
所

跡
地
に
建
築
し
ま
す
。

工
事
完
成
期
限

　
２
年
３
月
25
日

請
負
代
金
額

　
１
億
３
６
２
万
円

請
負
者

本
庄
・
福
上
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

　
１
億
２
８
４
１
万
円
を
増

額
し
て
、
予
算
総
額
を
67
億

４
８
４
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

浜
浦
富
地
区
公
民
館
の
建
替

え
に
係
る
補
助
等

　
　
　
　
　
３
０
１
９
万
円

　
浜
浦
富
地
区
公
民
館
の
建

替
え
を
、
宝
く
じ
の
助
成
事

業
な
ど
各
種
制
度
を
活
用
し

て
支
援
す
る
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

交
付
金
　
１
５
０
０
万
円

②
部
落
公
民
館
整
備
補
助
金

　
　
　
　
　
　
５
１
９
万
円

③
わ
が
ま
ち
づ
く
り
資
金
貸

付
金
　
　
１
０
０
０
万
円

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
事
業
費

　
　
　
　
　
３
７
７
９
万
円

　
浦
富
地
内
に
整
備
さ
れ
る

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
の
整
備
費
に
対
し
、

鳥
取
県
か
ら
補
助
を
受
け
て

交
付
す
る
。

蒲
生
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
改
修

支
援
事
業
費

　
　
　
　
　
　
２
２
０
万
円

　
Ｊ
Ａ
鳥
取
い
な
ば
が
更
新

す
る
乾
燥
機
４
台
の
経
費
を

補
助
す
る
。

予
防
接
種
事
業
費

　
　
　
　
１
９
１
万
円
増
額

　
風
し
ん
に
係
る
公
的
予
防

接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
か

っ
た
男
性
を
、
３
年
度
ま
で

定
期
予
防
接
種
の
対
象
と
す

る
。
風
し
ん
抗
体
価
検
査
費

と
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
費
を

増
額
。

　
今
年
度
、
40
〜
57
歳
の
男

性
が
対
象
。

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
住
宅
改
修
費

等
補
助
金

　
　
　
　
４
９
０
万
円
増
額

　
空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し

て
転
入
し
、
住
宅
改
修
を
希

望
す
る
人
が
増
加
し
て
い
る
。

消
防
団
員
退
職
報
奨
金

　
　
　
　
１
６
１
万
円
増
額

　
支
給
対
象
と
な
る
消
防
団

員
の
退
職
者
が
16
人
か
ら
19

人
に
増
加
し
た
。

中
学
校
少
人
数
学
級
編
制
費

　
　
　
　
３
０
０
万
円
増
額

　
中
学
校
３
年
生
で
生
徒
数

が
１
人
減
少
し
、
県
の
基
準

を
下
回
っ
た
た
め
、
県
へ
の

協
力
金
が
増
額
と
な
っ
た
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
受
入

に
伴
っ
て
、
森
林
整
備
に
資

す
る
事
業
の
財
源
と
し
て
効

率
的
に
運
用
す
る
た
め
、
新

た
な
基
金
を
設
け
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
受
入
予
定
額
は

３
３
０
万
円
で
す
。

婦人の家に代わる新しい
加工施設 建築スタート
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不 採 択

不 採 択

採 　 択
（意見書提出）

採 　 択
（意見書提出）

不 採 択

採 　 択
（意見書提出）

採択
　杉村　宏
　田中克美

採択
　杉村　宏
　田中克美

不採択
　橋本　恒
　升井祐子
　森田洋子
　寺垣智章
　柳　正敏

不採択
　田中克美
趣旨採択
　杉村　宏

全員一致

採択
　𠮷田𠮷𠮷
　田中克美

件　　　　　名 結　果 賛否の状況不 採 択 の 理 由
請 願 ・ 陳 情 審 査 結 果

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める
意見書」の提出を国に求める請願書

　提 出 者：鳥取県労働組合総連合
議長　田中　暁

　紹介議員：田中　克美

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県
外・国外移転の国民的議論により、民主主義及び
憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書採
択を求める陳情
　提 出 者：「新しい提案」実行委員会

代表　安里　長従　外６名
全国青年司法書士協議会
会長　半田　久之

核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める
意見書採択についての陳情
　提 出 者：ヒバクシャ国際署名をすすめる

鳥取県民の会
代表　鳥取県原爆被害者協議会
会長　後藤　智恵子

米軍普天間飛行場の辺野古移設を促進する意見書
に関する陳情
　提 出 者：宜野湾市民の安全な生活を守る会

会長　平安座　唯𠮷

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の
１復元をはかるための、2020年度政府予算に係る
意見書採択に関する陳情書
　提 出 者：鳥取県教職員組合東部支部

支部長　橋本　智洋　外１名

汚染土および放射性物質等の持ち込み拒否に関す
る条例の制定の陳情
　提 出 者：岸田　まどか

　各国の賃金体系が異なるグローバル社会の中で、日本
企業が生き残るためには、企業の自助努力が欠かせず、
最低賃金を引き上げることは必要だが、物価や経済状況
が地域によって異なる中で、全国一律に最低賃金を直ち
に1000円に上げることは、中小企業支援の拡充だけで
は小規模事業者の存続が危ぶまれ、岩美町の実態に照
らして現実的ではない。

　新基地建設は、世界一危険と言われる普天間基地を
一日も早く全面返還するため、基地機能を３分の１に縮
小して辺野古に移設するもので、政府は抑止力の維持と
負担の軽減を両立する米軍再編に向けて、地方自治法に
基づいて沖縄県の意見を受け止めつつ取り組んでいる。

　汚染土の再利用については、実証実験等で科学的に
安全性が証明されていることであり、本案にあるように
健康が守られないとの指摘は当たらないものと考える。

討
 
 論

　最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支

援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
不
採
択
）

■採
■択　
　（
田
中
克
美
議
員
）

　
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
雇
用

の
７
割
を
占
め
る
中
小
企
業
で
働
く

多
く
の
女
性
や
若
者
に
恩
恵
が
大
き

く
、
地
方
経
済
の
活
性
化
に
効
果
が

あ
る
。

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止
と
、

普
天
間
基
地
の
国
外
移
転
の
国
民

的
議
論
に
よ
り
解
決
す
べ
き
と
す

る
意
見
書
　
　
　
　
　
　（
不
採
択
）

■採
■択　
　（
田
中
克
美
議
員
）

　
こ
の
陳
情
は
世
界
一
危
険
な
普
天

間
基
地
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
以
外
の

国
民
に
議
論
を
呼
び
か
け
る
も
の
だ
。

　
現
状
は
、
基
地
を
固
定
化
す
る
か

県
内
に
移
設
す
る
か
、
選
択
し
よ
う

の
な
い
選
択
肢
を
突
き
付
け
て
い
る
。

　■採
■択　
　（
杉
村
宏
議
員
）

　
日
米
安
全
保
障
条
約
が
あ
り
、
米

軍
基
地
の
沖
縄
偏
在
は
、
日
本
全
体

で
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
だ
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
日
本
政
府
の

署
名
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
採
択
）

■不
■採■択　（
寺
垣
智
章
議
員
）

　
核
保
有
国
の
賛
同
が
な
い
核
兵
器

禁
止
条
約
は
、
核
兵
器
国
と
非
核
兵

器
国
の
対
立
を
助
長
す
る
。
日
本
は

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
核
兵
器
国

と
非
核
兵
器
国
の
橋
渡
し
役
と
な
り
、

核
廃
絶
に
向
け
て
現
実
的
な
取
り
組

み
を
進
め
る
べ
き
だ
。

　■採
■択　
　（
田
中
克
美
議
員
）

　
こ
の
国
際
条
約
が
、
法
的
拘
束
力

を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

　■不
■採■択　（
升
井
祐
子
議
員
）

　
核
兵
器
は
、
使
う
た
め
で
は
な
く

平
和
を
守
る
た
め
、
戦
争
を
さ
せ
な

い
た
め
の
抑
止
力
と
し
て
や
む
を
得

な
い
。

　■採
■択　
　（
杉
村
宏
議
員
）

　
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
こ
そ

が
、
率
先
し
て
条
約
調
印
す
べ
き
だ
。

そ
れ
が
、
世
界
の
尊
敬
を
受
け
る
国

と
し
て
、
当
然
の
対
応
だ
。

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移

設
を
促
進
す
る
意
見
書
　
（
採
択
）

■不
■採■択　（
田
中
克
美
議
員
）

　
選
択
し
よ
う
の
な
い
選
択
肢
を
、

沖
縄
県
民
に
理
不
尽
に
押
し
付
け
る

も
の
だ
。

　■趣
■旨■採■択　（
杉
村
宏
議
員
）

　
辺
野
古
新
基
地
に
は
反
対
で
あ
る

が
、
長
年
被
害
を
受
け
続
け
て
い
る

宜
野
湾
市
民
の
、
普
天
間
基
地
撤
去

の
気
持
ち
を
深
く
理
解
す
る
。

汚
染
土
お
よ
び
放
射
性
物
質
等
の

持
ち
込
み
拒
否
に
関
す
る
条
例
制

定
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
採
択
）

■採
■択　
　（
田
中
克
美
議
員
）

　
国
は
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
汚
染

廃
棄
物
に
つ
い
て
、
対
象
を
33
種
か

ら
２
種
に
、
基
準
値
を
１
０
０
０
倍

に
緩
和
す
る
法
改
正
を
行
っ
た
が
、

そ
の
安
全
性
の
根
拠
が
不
明
だ
。

岩美高生が
6月定例会を傍聴
傍聴した37人の高校生からいただいたレポート
の一部を紹介します。

３年２組　川口敬士さん
　岩美町議会を傍聴して、環境にやさしいまちづくり
について、可燃ごみの削減や、さまざまな目標がある
中で、それを達成するためにどのような取り組みをし
たらよいのかなどを知ることができた。また、今のご
みの現状と課題についても岩美町がどのような状態な
のかが分かった。
　鳥取市は、マイナンバーカードがあればコンビニエ
ンスストアで住民票を取ることができるが、岩美町で
はまだそのようなシステムがないということも分かっ
た。
　議会を傍聴して知らないことがたくさんあったが、
今度どのような対策をとるべきなのかを知ることがで
きてよかった。

３年３組　真田由佳さん
　私が今回参加させていただいた議会傍聴は、初めて
の経験でした。
　会場は、そこにいる人たちが見やすく、聞きやすく
工夫されているのだと思いました。議会は、国会中継
などで少ししか見たことがなかったのですが、もとも
と質問が用意されていて、それぞれ答えていくやり方
であることを初めて知りました。
　防災対策については、様々な対策をするために、女
性の視点を生かすことや自主防災への参加呼びかけな
ど、具体的な案がでていて、答弁を聞きながら納得す
るところが多くありました。
　いろいろな社会問題に関する意見を聞くことがで
き、とてもよい経験になりました。

３年３組　松尾綾乃さん
　今回初めて岩美町議会を傍聴して、自分が知らなか
ったことをたくさん知ることができ、貴重な機会にな
りました。
　短い時間でしたが、環境にやさしい街づくりについ
てごみの分別を徹底していることがわかりました。い
くつかの自治体では、ごみ分別のスマホアプリを配信
し、ごみ出しについてわかりやすくしているというこ
とについて、若者に浸透しやすく、外国人や県外から
の移住者が増える中で、今後大切になってくるのでは
ないかと思いました。また、高齢者のごみ出しについ
ては、いろいろと考えさせられることが多かったです。

３年２組　山田武蔵さん
　岩美町議会を傍聴して、私は岩美町役場でこのよう
なことが行われていることを、初めて知りました。議
会を傍聴させていただいて感じたことは、議会で町議
会の議員と町長の答弁に緊張感があり、その中で岩美
町を住みよい街にしていこうという熱意が感じられた
ことでした。
　質問の内容などは、少し難しいものでしたが、岩美
町の地域課題を考えるよい機会となりました。

１年１組　西垣美優さん
　質問事項に対しての反論などのスピードが早くてす
ごいと感じましたし、質問に対しての答えも詳しくて
わかりやすかったです。特にプラスチックごみの件に
ついてはこれからの課題や反省点などとても勉強にな
りました。
　議会を目の前で見ることができ、とても貴重な経験
をすることができました。選挙権を持ったら、責任を
持って投票したいと思いました。

１年１組　西岡妃菜さん
　今回初めて岩美町議会を傍聴しました。プラスチック
ごみ対策、女性の地位向上などいろんな議題があると気
づかされました。意見の応酬では自分が思っている以上
に意見交換がなされていてすごいなと思いました。
　18歳になったら私も選挙に行くので、もっと町の問
題について考えたいと思います。また議会の傍聴をして
みたいです。

１年１組　谷岡 凌 さん
　初めてこのような経験をして国会に似ているところ
があり、興味を持ちました。討論の中で自分の意見を
言ったり、相手の意見に反対したりする機会を経験し
て、とてもよかったと思います。僕も自分の意見をし
っかりと言えるようになりたいと思います。一般質問
の時間が30分ということを初めて知り、少し時間が
短いと感じましたが、その時間で終わらせるのはすご
いと感じました。少ない時間でしたが、貴重な経験を
させてもらい、また議会傍聴に参加してみたいと思い
ました。

議員と町長の
熱意を感じた また傍聴したい 責任を持って

投票したい
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不 採 択

不 採 択

採 　 択
（意見書提出）

採 　 択
（意見書提出）

不 採 択

採 　 択
（意見書提出）

採択
　杉村　宏
　田中克美

採択
　杉村　宏
　田中克美

不採択
　橋本　恒
　升井祐子
　森田洋子
　寺垣智章
　柳　正敏

不採択
　田中克美
趣旨採択
　杉村　宏

全員一致

採択
　𠮷田𠮷𠮷
　田中克美

件　　　　　名 結　果 賛否の状況不 採 択 の 理 由
請 願 ・ 陳 情 審 査 結 果

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める
意見書」の提出を国に求める請願書

　提 出 者：鳥取県労働組合総連合
議長　田中　暁

　紹介議員：田中　克美

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県
外・国外移転の国民的議論により、民主主義及び
憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書採
択を求める陳情
　提 出 者：「新しい提案」実行委員会

代表　安里　長従　外６名
全国青年司法書士協議会
会長　半田　久之

核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める
意見書採択についての陳情
　提 出 者：ヒバクシャ国際署名をすすめる

鳥取県民の会
代表　鳥取県原爆被害者協議会
会長　後藤　智恵子

米軍普天間飛行場の辺野古移設を促進する意見書
に関する陳情
　提 出 者：宜野湾市民の安全な生活を守る会

会長　平安座　唯𠮷

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の
１復元をはかるための、2020年度政府予算に係る
意見書採択に関する陳情書
　提 出 者：鳥取県教職員組合東部支部

支部長　橋本　智洋　外１名

汚染土および放射性物質等の持ち込み拒否に関す
る条例の制定の陳情
　提 出 者：岸田　まどか

　各国の賃金体系が異なるグローバル社会の中で、日本
企業が生き残るためには、企業の自助努力が欠かせず、
最低賃金を引き上げることは必要だが、物価や経済状況
が地域によって異なる中で、全国一律に最低賃金を直ち
に1000円に上げることは、中小企業支援の拡充だけで
は小規模事業者の存続が危ぶまれ、岩美町の実態に照
らして現実的ではない。

　新基地建設は、世界一危険と言われる普天間基地を
一日も早く全面返還するため、基地機能を３分の１に縮
小して辺野古に移設するもので、政府は抑止力の維持と
負担の軽減を両立する米軍再編に向けて、地方自治法に
基づいて沖縄県の意見を受け止めつつ取り組んでいる。

　汚染土の再利用については、実証実験等で科学的に
安全性が証明されていることであり、本案にあるように
健康が守られないとの指摘は当たらないものと考える。

討
 
 論

　最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支

援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
不
採
択
）

■採
■択　
　（
田
中
克
美
議
員
）

　
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
雇
用

の
７
割
を
占
め
る
中
小
企
業
で
働
く

多
く
の
女
性
や
若
者
に
恩
恵
が
大
き

く
、
地
方
経
済
の
活
性
化
に
効
果
が

あ
る
。

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止
と
、

普
天
間
基
地
の
国
外
移
転
の
国
民

的
議
論
に
よ
り
解
決
す
べ
き
と
す

る
意
見
書
　
　
　
　
　
　（
不
採
択
）

■採
■択　
　（
田
中
克
美
議
員
）

　
こ
の
陳
情
は
世
界
一
危
険
な
普
天

間
基
地
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
以
外
の

国
民
に
議
論
を
呼
び
か
け
る
も
の
だ
。

　
現
状
は
、
基
地
を
固
定
化
す
る
か

県
内
に
移
設
す
る
か
、
選
択
し
よ
う

の
な
い
選
択
肢
を
突
き
付
け
て
い
る
。

　■採
■択　
　（
杉
村
宏
議
員
）

　
日
米
安
全
保
障
条
約
が
あ
り
、
米

軍
基
地
の
沖
縄
偏
在
は
、
日
本
全
体

で
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
だ
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
日
本
政
府
の

署
名
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
採
択
）

■不
■採■択　（
寺
垣
智
章
議
員
）

　
核
保
有
国
の
賛
同
が
な
い
核
兵
器

禁
止
条
約
は
、
核
兵
器
国
と
非
核
兵

器
国
の
対
立
を
助
長
す
る
。
日
本
は

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
核
兵
器
国

と
非
核
兵
器
国
の
橋
渡
し
役
と
な
り
、

核
廃
絶
に
向
け
て
現
実
的
な
取
り
組

み
を
進
め
る
べ
き
だ
。

　■採
■択　
　（
田
中
克
美
議
員
）

　
こ
の
国
際
条
約
が
、
法
的
拘
束
力

を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

　■不
■採■択　（
升
井
祐
子
議
員
）

　
核
兵
器
は
、
使
う
た
め
で
は
な
く

平
和
を
守
る
た
め
、
戦
争
を
さ
せ
な

い
た
め
の
抑
止
力
と
し
て
や
む
を
得

な
い
。

　■採
■択　
　（
杉
村
宏
議
員
）

　
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
こ
そ

が
、
率
先
し
て
条
約
調
印
す
べ
き
だ
。

そ
れ
が
、
世
界
の
尊
敬
を
受
け
る
国

と
し
て
、
当
然
の
対
応
だ
。

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移

設
を
促
進
す
る
意
見
書
　
（
採
択
）

■不
■採■択　（
田
中
克
美
議
員
）

　
選
択
し
よ
う
の
な
い
選
択
肢
を
、

沖
縄
県
民
に
理
不
尽
に
押
し
付
け
る

も
の
だ
。

　■趣
■旨■採■択　（
杉
村
宏
議
員
）

　
辺
野
古
新
基
地
に
は
反
対
で
あ
る

が
、
長
年
被
害
を
受
け
続
け
て
い
る

宜
野
湾
市
民
の
、
普
天
間
基
地
撤
去

の
気
持
ち
を
深
く
理
解
す
る
。

汚
染
土
お
よ
び
放
射
性
物
質
等
の

持
ち
込
み
拒
否
に
関
す
る
条
例
制

定
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
採
択
）

■採
■択　
　（
田
中
克
美
議
員
）

　
国
は
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
汚
染

廃
棄
物
に
つ
い
て
、
対
象
を
33
種
か

ら
２
種
に
、
基
準
値
を
１
０
０
０
倍

に
緩
和
す
る
法
改
正
を
行
っ
た
が
、

そ
の
安
全
性
の
根
拠
が
不
明
だ
。

岩美高生が
6月定例会を傍聴
傍聴した37人の高校生からいただいたレポート
の一部を紹介します。

３年２組　川口敬士さん
　岩美町議会を傍聴して、環境にやさしいまちづくり
について、可燃ごみの削減や、さまざまな目標がある
中で、それを達成するためにどのような取り組みをし
たらよいのかなどを知ることができた。また、今のご
みの現状と課題についても岩美町がどのような状態な
のかが分かった。
　鳥取市は、マイナンバーカードがあればコンビニエ
ンスストアで住民票を取ることができるが、岩美町で
はまだそのようなシステムがないということも分かっ
た。
　議会を傍聴して知らないことがたくさんあったが、
今度どのような対策をとるべきなのかを知ることがで
きてよかった。

３年３組　真田由佳さん
　私が今回参加させていただいた議会傍聴は、初めて
の経験でした。
　会場は、そこにいる人たちが見やすく、聞きやすく
工夫されているのだと思いました。議会は、国会中継
などで少ししか見たことがなかったのですが、もとも
と質問が用意されていて、それぞれ答えていくやり方
であることを初めて知りました。
　防災対策については、様々な対策をするために、女
性の視点を生かすことや自主防災への参加呼びかけな
ど、具体的な案がでていて、答弁を聞きながら納得す
るところが多くありました。
　いろいろな社会問題に関する意見を聞くことがで
き、とてもよい経験になりました。

３年３組　松尾綾乃さん
　今回初めて岩美町議会を傍聴して、自分が知らなか
ったことをたくさん知ることができ、貴重な機会にな
りました。
　短い時間でしたが、環境にやさしい街づくりについ
てごみの分別を徹底していることがわかりました。い
くつかの自治体では、ごみ分別のスマホアプリを配信
し、ごみ出しについてわかりやすくしているというこ
とについて、若者に浸透しやすく、外国人や県外から
の移住者が増える中で、今後大切になってくるのでは
ないかと思いました。また、高齢者のごみ出しについ
ては、いろいろと考えさせられることが多かったです。

３年２組　山田武蔵さん
　岩美町議会を傍聴して、私は岩美町役場でこのよう
なことが行われていることを、初めて知りました。議
会を傍聴させていただいて感じたことは、議会で町議
会の議員と町長の答弁に緊張感があり、その中で岩美
町を住みよい街にしていこうという熱意が感じられた
ことでした。
　質問の内容などは、少し難しいものでしたが、岩美
町の地域課題を考えるよい機会となりました。

１年１組　西垣美優さん
　質問事項に対しての反論などのスピードが早くてす
ごいと感じましたし、質問に対しての答えも詳しくて
わかりやすかったです。特にプラスチックごみの件に
ついてはこれからの課題や反省点などとても勉強にな
りました。
　議会を目の前で見ることができ、とても貴重な経験
をすることができました。選挙権を持ったら、責任を
持って投票したいと思いました。

１年１組　西岡妃菜さん
　今回初めて岩美町議会を傍聴しました。プラスチック
ごみ対策、女性の地位向上などいろんな議題があると気
づかされました。意見の応酬では自分が思っている以上
に意見交換がなされていてすごいなと思いました。
　18歳になったら私も選挙に行くので、もっと町の問
題について考えたいと思います。また議会の傍聴をして
みたいです。

１年１組　谷岡 凌 さん
　初めてこのような経験をして国会に似ているところ
があり、興味を持ちました。討論の中で自分の意見を
言ったり、相手の意見に反対したりする機会を経験し
て、とてもよかったと思います。僕も自分の意見をし
っかりと言えるようになりたいと思います。一般質問
の時間が30分ということを初めて知り、少し時間が
短いと感じましたが、その時間で終わらせるのはすご
いと感じました。少ない時間でしたが、貴重な経験を
させてもらい、また議会傍聴に参加してみたいと思い
ました。

議員と町長の
熱意を感じた また傍聴したい 責任を持って

投票したい
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ストックヤードに分別して集積された資源ごみ

一

　般

　質

　問

森
田

　洋
子 

議
員

■森
■田　第
10
次
総
合
計
画
に
、

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
と
あ
る
。

　
可
燃
ご
み
の
減
量
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

■町
■長　町
内
10
か
所
の
事
業

所
に
、
生
ご
み
の
減
量
を
呼

び
か
け
、
町
民
に
、
生
ご
み

の
水
切
り
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー

パ
ー
の
分
別
の
徹
底
な
ど
の

啓
発
を
続
け
た
い
。

■森
■田　コ
ン
ポ
ス
ト
、
生
ご

み
処
理
機
の
補
助
制
度
の
現

状
と
課
題
は
ど
う
か
。

■町
■長　コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
29

年
度
４
基
、
30
年
度
は
６
基

で
あ
る
。

　
生
ご
み
処
理
機
は
、
29
年

度
３
基
、
30
年
度
１
基
で
、

い
ず
れ
も
低
調
だ
。

　
活
用
を
常
に
呼
び
か
け
る
。

■森
■田　紙
類
の
ミ
ッ
ク
ス
ペ

ー
パ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事

業
の
現
状
と
課
題
は
ど
う
か
。

■町
■長　近
年
、
民
間
の
リ
サ

イ
ク
ル
業
者
の
回
収
コ
ン
テ

ナ
が
町
内
に
５
か
所
あ
る
。

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
資

源
回
収
団
体
は
６
団
体
あ
る
。

か
な
り
の
量
を
出
し
て
い
る
。

　
行
政
回
収
が
町
の
収
入
源

と
な
る
。

■森
■田　ご
み
の
分
別
の
種
類
、

状
況
は
ど
う
か
。

■町
■長　
９
種
類
で
あ
り
、
県

東
部
市
町
ほ
ぼ
統
一
の
基
準

だ
。

　
徹
底
し
た
分
別
を
努
め
た

い
。

■森
■田　25
年
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
内
容
が
新
し
く
改
定
さ

れ
て
い
る
。

　
改
訂
版
を
作
成
し
て
は
ど

う
か
。

■町
■長　新
た
な
ご
み
焼
却
場

建
設
も
あ
る
。

　
そ
れ
に
合
わ
せ
て
検
討
を

し
た
い
。

■森
■田　ご
み
分
別
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
の
導
入
は
し
な
い
か
。

■町
■長　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲

覧
し
や
す
く
し
た
い
。

ご
み
処
理
・
環
境
保
全
の

取
り
組
み
は

森
田
洋
子
議
員

森田洋子議員

意
識
を
持
ち
続
け
る
よ
う

啓
発
し
た
い

西
垣
町
長

女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は

森
田
洋
子
議
員

自
主
防
災
組
織
に
女
性
参
加
を
望
む

西
垣
町
長

■森
■田　22
年
６
月
よ
り
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

実
施
を
さ
れ
た
。

　
現
状
と
今
後
の
課
題
を
伺

う
。■町

■長　電
池
寿
命
は
10
年
と

さ
れ
て
い
る
。
年
数
が
経
過

し
て
い
る
も
の
は
、
交
換
を

お
願
い
し
た
い
。

　
今
後
、
広
報
で
し
っ
か
り

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

■森
■田　消
防
団
員
の
現
状
と

今
後
の
課
題
は
ど
う
か
。

■町
■長　現
在
、
条
例
定
数
５

０
６
人
の
と
こ
ろ
、
実
員
数

４
７
９
人
だ
。

　
高
齢
化
が
進
み
、
会
社
勤

め
も
増
え
て
い
る
。

　
団
員
確
保
を
自
治
会
に
も

お
願
い
し
た
い
。

■森
■田　入
団
を
勧
め
る
と
き

に
、
活
動
を
理
解
し
て
も
ら

っ
て
い
る
か
。

■町
■長　消
防
団
の
現
状
を
見

て
い
た
だ
き
、
地
域
は
自
分

で
守
る
と
の
姿
勢
を
学
ん
で

ほ
し
い
。

■森
■田　女
性
の
視
点
を
生
か

し
た
防
災
対
策
を
強
化
し
た

い
。

　
防
災
会
議
の
女
性
委
員
は

何
人
か
。

■町
■長　委
員
総
数
24
人
の
う

ち
３
人
だ
。
割
合
は
12
・
５

％
で
あ
る
。

　
避
難
所
運
営
の
女
性
な
ら

で
は
の
視
点
や
配
慮
を
生
か

し
た
防
災
活
動
が
重
要
で
あ

る
。■森

■田　女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
は
ど
う
か
。

■町
■長　自
主
防
災
組
織
に
、

多
く
の
女
性
参
加
を
望
む
。

　
地
域
防
災
活
動
協
力
員
の

養
成
講
座
の
受
講
を
お
願
い

し
た
い
。

土山教授の話に熱心に聞き入る町議会議員

　一般質問は、議員が自らの調査・研究、住民の
声にもとづき、町執行部の方針を質し、見解を明
らかにさせるものです。
　結果として「現行の政策変更」や「新規政策を
採用」させるなどの効果があります。

　事前に質問要旨を通告し、議長の許可を得て
質問します。
　質問時間は1人30分以内（答弁の時間を除く）
で、一問一答方式で何度でも質問できます。

【質問のルール】

６月定例会の一般質問（登壇順）

質問議員 ページ 質問事項（通告書のまま）

議会だよりでは、内容を要約してお知らせします。
詳しくは、９月ごろから議会事務局や議会ホームページでご覧いただけます。

森田洋子 7 １　環境にやさしいまちづくりについて
２　地域防災について

橋本　恒 8 １　マイナンバーカードを利用した住民票等のコンビニ交付について
２　児童虐待に対する対応について

升井祐子 11 １　消費増税の本町への影響と対策について

田中克美 9
１　国保税の子どもの均等割について
２　町内商工業の振興について
３　「部落差別の解消につながる学習」について

杉村　宏 10

１　プラスチックごみ対策を
２　女性の地位向上を
３　町政の見える化を
４　「マイナス入札」でも資産処分を

質問力を高める
　　議会力にいかす
　議員の資質向上を目指して、４月21日に龍谷大学政
策学部の土山希美枝教授をお招きして、一般質問につ
いての研修を行いました。
　一般質問をよくするためには、住民や行政の現場から
具体的な事実を引き出し、その現状分析から何が問題
なのかを共有し、町のためにその問題をどのように解決
できるか、納得を得られることが必要。
　個別的すぎる質問、論点を入れすぎてぼやけてしまっ
た質問、国や県の政策などで町が関与できないことへ
の質問は残念な質問である。
　教授は、これらについて事例を挙げて説明されました。
　質疑応答の時間では、出席議員の質問を書いた付箋

紙を使用して活発な意見交換になりました。一般質問で
明らかになった行政課題をテーマに、常任委員会で調査
して政策提言できないか、常任委員会として委員長と
委員が役割分担をして、共通のテーマで執行機関に質
問できないかなど、チームとしてのまとまりの大切さを
強調されました。

一般質問
5議員が 質す町政を

いわみ議会だより No.140 6



ストックヤードに分別して集積された資源ごみ

一

　般

　質

　問

森
田

　洋
子 

議
員

■森
■田　第
10
次
総
合
計
画
に
、

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
と
あ
る
。

　
可
燃
ご
み
の
減
量
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

■町
■長　町
内
10
か
所
の
事
業

所
に
、
生
ご
み
の
減
量
を
呼

び
か
け
、
町
民
に
、
生
ご
み

の
水
切
り
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー

パ
ー
の
分
別
の
徹
底
な
ど
の

啓
発
を
続
け
た
い
。

■森
■田　コ
ン
ポ
ス
ト
、
生
ご

み
処
理
機
の
補
助
制
度
の
現

状
と
課
題
は
ど
う
か
。

■町
■長　コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
29

年
度
４
基
、
30
年
度
は
６
基

で
あ
る
。

　
生
ご
み
処
理
機
は
、
29
年

度
３
基
、
30
年
度
１
基
で
、

い
ず
れ
も
低
調
だ
。

　
活
用
を
常
に
呼
び
か
け
る
。

■森
■田　紙
類
の
ミ
ッ
ク
ス
ペ

ー
パ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事

業
の
現
状
と
課
題
は
ど
う
か
。

■町
■長　近
年
、
民
間
の
リ
サ

イ
ク
ル
業
者
の
回
収
コ
ン
テ

ナ
が
町
内
に
５
か
所
あ
る
。

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
資

源
回
収
団
体
は
６
団
体
あ
る
。

か
な
り
の
量
を
出
し
て
い
る
。

　
行
政
回
収
が
町
の
収
入
源

と
な
る
。

■森
■田　ご
み
の
分
別
の
種
類
、

状
況
は
ど
う
か
。

■町
■長　
９
種
類
で
あ
り
、
県

東
部
市
町
ほ
ぼ
統
一
の
基
準

だ
。

　
徹
底
し
た
分
別
を
努
め
た

い
。

■森
■田　25
年
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
内
容
が
新
し
く
改
定
さ

れ
て
い
る
。

　
改
訂
版
を
作
成
し
て
は
ど

う
か
。

■町
■長　新
た
な
ご
み
焼
却
場

建
設
も
あ
る
。

　
そ
れ
に
合
わ
せ
て
検
討
を

し
た
い
。

■森
■田　ご
み
分
別
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
の
導
入
は
し
な
い
か
。

■町
■長　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲

覧
し
や
す
く
し
た
い
。

ご
み
処
理
・
環
境
保
全
の

取
り
組
み
は

森
田
洋
子
議
員

森田洋子議員

意
識
を
持
ち
続
け
る
よ
う

啓
発
し
た
い

西
垣
町
長

女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は

森
田
洋
子
議
員

自
主
防
災
組
織
に
女
性
参
加
を
望
む

西
垣
町
長

■森
■田　22
年
６
月
よ
り
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

実
施
を
さ
れ
た
。

　
現
状
と
今
後
の
課
題
を
伺

う
。■町

■長　電
池
寿
命
は
10
年
と

さ
れ
て
い
る
。
年
数
が
経
過

し
て
い
る
も
の
は
、
交
換
を

お
願
い
し
た
い
。

　
今
後
、
広
報
で
し
っ
か
り

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

■森
■田　消
防
団
員
の
現
状
と

今
後
の
課
題
は
ど
う
か
。

■町
■長　現
在
、
条
例
定
数
５

０
６
人
の
と
こ
ろ
、
実
員
数

４
７
９
人
だ
。

　
高
齢
化
が
進
み
、
会
社
勤

め
も
増
え
て
い
る
。

　
団
員
確
保
を
自
治
会
に
も

お
願
い
し
た
い
。

■森
■田　入
団
を
勧
め
る
と
き

に
、
活
動
を
理
解
し
て
も
ら

っ
て
い
る
か
。

■町
■長　消
防
団
の
現
状
を
見

て
い
た
だ
き
、
地
域
は
自
分

で
守
る
と
の
姿
勢
を
学
ん
で

ほ
し
い
。

■森
■田　女
性
の
視
点
を
生
か

し
た
防
災
対
策
を
強
化
し
た

い
。

　
防
災
会
議
の
女
性
委
員
は

何
人
か
。

■町
■長　委
員
総
数
24
人
の
う

ち
３
人
だ
。
割
合
は
12
・
５

％
で
あ
る
。

　
避
難
所
運
営
の
女
性
な
ら

で
は
の
視
点
や
配
慮
を
生
か

し
た
防
災
活
動
が
重
要
で
あ

る
。■森

■田　女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
は
ど
う
か
。

■町
■長　自
主
防
災
組
織
に
、

多
く
の
女
性
参
加
を
望
む
。

　
地
域
防
災
活
動
協
力
員
の

養
成
講
座
の
受
講
を
お
願
い

し
た
い
。

土山教授の話に熱心に聞き入る町議会議員

　一般質問は、議員が自らの調査・研究、住民の
声にもとづき、町執行部の方針を質し、見解を明
らかにさせるものです。
　結果として「現行の政策変更」や「新規政策を
採用」させるなどの効果があります。

　事前に質問要旨を通告し、議長の許可を得て
質問します。
　質問時間は1人30分以内（答弁の時間を除く）
で、一問一答方式で何度でも質問できます。

【質問のルール】

６月定例会の一般質問（登壇順）

質問議員 ページ 質問事項（通告書のまま）

議会だよりでは、内容を要約してお知らせします。
詳しくは、９月ごろから議会事務局や議会ホームページでご覧いただけます。

森田洋子 7 １　環境にやさしいまちづくりについて
２　地域防災について

橋本　恒 8 １　マイナンバーカードを利用した住民票等のコンビニ交付について
２　児童虐待に対する対応について

升井祐子 11 １　消費増税の本町への影響と対策について

田中克美 9
１　国保税の子どもの均等割について
２　町内商工業の振興について
３　「部落差別の解消につながる学習」について

杉村　宏 10

１　プラスチックごみ対策を
２　女性の地位向上を
３　町政の見える化を
４　「マイナス入札」でも資産処分を

質問力を高める
　　議会力にいかす
　議員の資質向上を目指して、４月21日に龍谷大学政
策学部の土山希美枝教授をお招きして、一般質問につ
いての研修を行いました。
　一般質問をよくするためには、住民や行政の現場から
具体的な事実を引き出し、その現状分析から何が問題
なのかを共有し、町のためにその問題をどのように解決
できるか、納得を得られることが必要。
　個別的すぎる質問、論点を入れすぎてぼやけてしまっ
た質問、国や県の政策などで町が関与できないことへ
の質問は残念な質問である。
　教授は、これらについて事例を挙げて説明されました。
　質疑応答の時間では、出席議員の質問を書いた付箋

紙を使用して活発な意見交換になりました。一般質問で
明らかになった行政課題をテーマに、常任委員会で調査
して政策提言できないか、常任委員会として委員長と
委員が役割分担をして、共通のテーマで執行機関に質
問できないかなど、チームとしてのまとまりの大切さを
強調されました。

一般質問
5議員が 質す町政を

いわみ議会だより No.1407



工作機械で加工する町内の事業所

一

　般

　質

　問

田
中

　克
美 

議
員

子
ど
も
の
均
等
割
助
成

町
で
は
無
理
か

田
中
克
美
議
員

田中克美議員

市
町
村
が
一
緒
で
県
を
動
か
す

の
が
い
い

西
垣
町
長

憲
法
を
人
権
教
育
の
基
本
に

す
べ
き
だ

田
中
克
美
議
員

個
別
の
人
権
問
題
か
ら

学
ぶ
視
点
も
必
要

寺
西
教
育
長

■田
■中　国
保
税
の
子
ど
も
の

均
等
割
を
廃
止
で
き
れ
ば
い

い
と
考
え
る
か
。

■町
■長　軽
減
で
き
れ
ば
い
い

な
と
は
率
直
に
思
う
。

■田
■中　全
国
知
事
会
の
要
請

で
あ
る
公
費
１
兆
円
投
入
で

は
、鳥
取
県
の
負
担
は
約
９
・

７
億
円
に
な
る
。
県
が
独
自

に
支
援
す
る
こ
と
を
求
め
る

こ
と
は
ど
う
か
。

■町
■長　子
ど
も
の
均
等
割
に

対
す
る
県
費
投
入
を
、
町
と

し
て
要
望
す
る
予
定
だ
。

■田
■中　町
単
独
で
実
施
す
る

こ
と
は
、
町
財
政
か
ら
で
き

な
い
相
談
な
の
か
。

■町
■長　18
歳
以
下
の
人
数
は

１
７
６
人
で
、
均
等
割
の
総

額
は
３
７
１
万
円
だ
。

　
金
額
で
い
え
ば
難
し
い
こ

と
で
は
な
い
が
、
市
町
村
が

ま
と
ま
っ
て
県
を
動
か
す
と

い
う
ほ
う
が
い
い
。

■田
■中　県
教
育
委
員
会
と
県

同
和
対
策
協
議
会
が
今
年
３

月
、
教
職
員
用
指
導
参
考
資

料
「
部
落
差
別
の
解
消
を
め

ざ
し
て
」
を
公
表
し
た
。

　
２
０
１
６
年
12
月
施
行
の

部
落
差
別
解
消
推
進
法
が
、

「
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が

存
在
す
る
」
と
指
摘
し
、
教

育
と
啓
発
を
求
め
て
い
る
と

し
て
、
学
校
で
部
落
差
別
問

題
を
教
え
る
際
の
参
考
と
し

て
作
成
さ
れ
た
。

　
資
料
は
、「
結
婚
や
就
職

等
に
お
け
る
差
別
が
本
県
で

も
発
生
し
て
い
る
」
と
書
い

て
い
る
が
、
県
議
会
で
知
事

は
、
差
別
事
象
は
年
間
３
件

ぐ
ら
い
と
述
べ
、
そ
の
中
に

結
婚
や
就
職
の
差
別
事
例
は

調
査
を
生
か
し
振
興
計
画
策
定
を

田
中
克
美
議
員

検
討
し
て
い
き
た
い

西
垣
町
長

■田
■中　県
内
で
初
め
て
実
施

し
た
全
事
業
所
調
査
を
生
か

し
、
振
興
計
画
づ
く
り
に
ふ

み
だ
し
て
は
ど
う
か
。

　
調
査
に
関
わ
っ
た
人
、
専

門
家
、
金
融
機
関
、
移
住
者
、

町
外
在
住
の
町
出
身
者
、
町

を
訪
れ
て
い
る
リ
ピ
ー
タ
ー

な
ど
、
多
く
の
意
見
を
聞
き
、

時
間
を
か
け
て
策
定
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
。

■町
■長　漁
業
者
や
農
業
者
も

加
え
て
、
今
後
の
商
工
業
の

振
興
施
策
の
検
討
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

な
い
。

　
差
別
が
存
在
す
る
と
い
う

資
料
の
認
識
を
、
町
教
育
委

員
会
は
ど
う
考
え
る
か
。

■教
■育■長　町
民
意
識
調
査
を

見
て
も
、
部
落
差
別
が
存
在

す
る
と
い
う
認
識
を
も
っ
て

い
る
。

■田
■中　法
が
問
題
に
し
て
い

る
の
は
部
落
差
別
と
い
う
行

為
で
あ
っ
て
、
意
識
で
は
な

い
。

　
町
の
学
校
教
育
に
お
い
て

資
料
の
活
用
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

■教
■育■長　３
月
発
行
の
た
め
、

今
年
度
の
指
導
計
画
に
間
に

合
っ
て
い
な
い
。

　
各
学
校
の
児
童
の
実
態
、

発
達
段
階
や
意
識
に
応
じ
て

判
断
し
活
用
し
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
る
。

■田
■中　資
料
で
は
、
学
校
で

部
落
差
別
問
題
を
教
え
る
と

い
う
よ
う
に
変
わ
る
。

　
憲
法
の
基
本
的
人
権
の
規

定
を
、
人
権
を
獲
得
し
て
き

た
歴
史
を
含
め
て
体
系
的
に

学
ぶ
こ
と
を
、
学
校
教
育
に

お
け
る
人
権
教
育
の
基
本
に

す
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
ど
う
か
。

■教
■育■長　憲
法
や
法
律
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
だ
が
、

身
の
回
り
の
個
別
の
人
権
問

題
か
ら
学
ぶ
と
い
う
視
点
も

必
要
だ
。

町が制度を導入すればマイナンバーカードを利用して
コンビニのマルチコピー機で住民票を受け取れる

一

　般

　質

　問

橋
本

　恒 

議
員

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

検
討
を

橋
本
　恒
議
員

橋本　恒議員

導
入
す
る
考
え
は
な
い

西
垣
町
長

■橋
■本　国
と
町
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
は
。

　
国
が
13
％
、町
が
10・５
％
。

■橋
■本　普
及
率
が
低
い
が
、

町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

普
及
の
ス
タ
ン
ス
は
。

■町
■長　普
及
促
進
の
立
場
だ
。

■橋
■本　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
住
民
票
等
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
検
討
し
た

こ
と
が
あ
る
か
。

　
費
用
及
び
、
住
民
票
な
ど

の
１
日
あ
た
り
交
付
数
は
ど

う
か
。

■町
■長　30
年
度
予
算
で
検
討

し
た
が
、
導
入
は
見
送
っ
た
。

　
初
期
費
用
が
６
０
０
万
円
、

運
営
費
用
は
年
額
４
２
０
万

円
程
度
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
交
付
実
績

は
１
日
平
均
61
件
、
窓
口
延

長
分
が
６
・
９
件
。

■橋
■本　費
用
は
か
か
る
が
、

窓
口
延
長
分
の
交
付
は
一
定

数
あ
る
。

　
町
民
と
町
、
両
方
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
が
、
導

入
を
再
検
討
し
な
い
か
。

■町
■長　導
入
済
の
市
町
で
は

利
用
率
が
低
く
、
費
用
対
効

果
も
低
い
た
め
、
現
状
で
は

導
入
す
る
考
え
は
な
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
に
よ
っ
て
は
、
再
検
討

す
る
。

児
童
虐
待
の
対
応
体
制
整
備
を

橋
本
　恒
議
員

今
後
も
体
制
整
備
を
す
す
め
る

西
垣
町
長

■橋
■本　児
童
虐
待
事
件
が
連

日
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
町

の
考
え
は
。

■町
■長　痛
ま
し
い
こ
と
で
あ

り
、
地
域
全
体
で
解
決
す
べ

き
問
題
だ
と
考
え
る
。

■橋
■本　町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
、

児
童
虐
待
に
対
す
る
情
報
不

足
を
感
じ
る
が
、
広
報
体
制

は
ど
う
か
。

■町
■長　情
報
が
分
か
り
づ
ら

い
部
分
が
あ
る
。

　
改
め
て
、
周
知
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
。

■橋
■本　児
童
虐
待
の
相
談
は
、

緊
急
時
24
時
間
受
付
と
な
っ

て
い
る
が
、
時
間
外
は
、
ど

の
よ
う
な
対
応
か
。

■町
■長　宿
直
の
職
員
が
受
付

け
、
担
当
課
職
員
に
連
絡
す

る
。■橋

■本　学
校
は
子
ど
も
の
異

変
を
発
見
し
や
す
い
と
思
う

が
、
虐
待
を
認
知
し
た
と
き

の
対
応
体
制
の
整
備
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
異
変
を
発
見

し
た
ら
、
関
係
職
員
が
対
応

し
、
虐
待
が
疑
わ
れ
た
ら
、

主
管
課
を
通
じ
、
児
童
相
談

所
に
報
告
、
通
告
し
て
い
る
。

■橋
■本　岩
美
病
院
は
、
身
体

的
な
異
変
発
見
時
の
対
応
体

制
を
整
備
し
て
い
る
か
。

　
法
律
に
よ
り
、
対
応
体
制

を
整
備
し
て
い
る
。

　
医
師
も
、
虐
待
の
早
期
発

見
に
努
め
て
い
る
。

■橋
■本　町
内
民
間
医
療
機
関

な
ど
で
、
虐
待
が
発
見
さ
れ

た
と
き
の
連
絡
体
制
は
ど
う

か
。■町

■長　連
絡
体
制
は
で
き
て

い
る
。

■橋
■本　担
当
課
、
教
育
委
員

会
、
医
療
機
関
な
ど
、
横
の

連
携
が
重
要
だ
が
、
組
織
は

整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

■町
■長　要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
を
設
け
、
連
携
し

て
い
る
。

　
今
後
は
、
町
内
民
間
医
療

機
関
も
加
え
た
体
制
に
し
た

い
。

松
本
住
民
生
活
課
長

住
民
生
活
課
長

平
井
病
院
事
業
管
理
者

寺
西
教
育
長
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工作機械で加工する町内の事業所

一

　般

　質

　問

田
中

　克
美 

議
員

子
ど
も
の
均
等
割
助
成

町
で
は
無
理
か

田
中
克
美
議
員

田中克美議員

市
町
村
が
一
緒
で
県
を
動
か
す

の
が
い
い

西
垣
町
長

憲
法
を
人
権
教
育
の
基
本
に

す
べ
き
だ

田
中
克
美
議
員

個
別
の
人
権
問
題
か
ら

学
ぶ
視
点
も
必
要

寺
西
教
育
長

■田
■中　国
保
税
の
子
ど
も
の

均
等
割
を
廃
止
で
き
れ
ば
い

い
と
考
え
る
か
。

■町
■長　軽
減
で
き
れ
ば
い
い

な
と
は
率
直
に
思
う
。

■田
■中　全
国
知
事
会
の
要
請

で
あ
る
公
費
１
兆
円
投
入
で

は
、鳥
取
県
の
負
担
は
約
９
・

７
億
円
に
な
る
。
県
が
独
自

に
支
援
す
る
こ
と
を
求
め
る

こ
と
は
ど
う
か
。

■町
■長　子
ど
も
の
均
等
割
に

対
す
る
県
費
投
入
を
、
町
と

し
て
要
望
す
る
予
定
だ
。

■田
■中　町
単
独
で
実
施
す
る

こ
と
は
、
町
財
政
か
ら
で
き

な
い
相
談
な
の
か
。

■町
■長　18
歳
以
下
の
人
数
は

１
７
６
人
で
、
均
等
割
の
総

額
は
３
７
１
万
円
だ
。

　
金
額
で
い
え
ば
難
し
い
こ

と
で
は
な
い
が
、
市
町
村
が

ま
と
ま
っ
て
県
を
動
か
す
と

い
う
ほ
う
が
い
い
。

■田
■中　県
教
育
委
員
会
と
県

同
和
対
策
協
議
会
が
今
年
３

月
、
教
職
員
用
指
導
参
考
資

料
「
部
落
差
別
の
解
消
を
め

ざ
し
て
」
を
公
表
し
た
。

　
２
０
１
６
年
12
月
施
行
の

部
落
差
別
解
消
推
進
法
が
、

「
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が

存
在
す
る
」
と
指
摘
し
、
教

育
と
啓
発
を
求
め
て
い
る
と

し
て
、
学
校
で
部
落
差
別
問

題
を
教
え
る
際
の
参
考
と
し

て
作
成
さ
れ
た
。

　
資
料
は
、「
結
婚
や
就
職

等
に
お
け
る
差
別
が
本
県
で

も
発
生
し
て
い
る
」
と
書
い

て
い
る
が
、
県
議
会
で
知
事

は
、
差
別
事
象
は
年
間
３
件

ぐ
ら
い
と
述
べ
、
そ
の
中
に

結
婚
や
就
職
の
差
別
事
例
は

調
査
を
生
か
し
振
興
計
画
策
定
を

田
中
克
美
議
員

検
討
し
て
い
き
た
い

西
垣
町
長

■田
■中　県
内
で
初
め
て
実
施

し
た
全
事
業
所
調
査
を
生
か

し
、
振
興
計
画
づ
く
り
に
ふ

み
だ
し
て
は
ど
う
か
。

　
調
査
に
関
わ
っ
た
人
、
専

門
家
、
金
融
機
関
、
移
住
者
、

町
外
在
住
の
町
出
身
者
、
町

を
訪
れ
て
い
る
リ
ピ
ー
タ
ー

な
ど
、
多
く
の
意
見
を
聞
き
、

時
間
を
か
け
て
策
定
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
。

■町
■長　漁
業
者
や
農
業
者
も

加
え
て
、
今
後
の
商
工
業
の

振
興
施
策
の
検
討
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

な
い
。

　
差
別
が
存
在
す
る
と
い
う

資
料
の
認
識
を
、
町
教
育
委

員
会
は
ど
う
考
え
る
か
。

■教
■育■長　町
民
意
識
調
査
を

見
て
も
、
部
落
差
別
が
存
在

す
る
と
い
う
認
識
を
も
っ
て

い
る
。

■田
■中　法
が
問
題
に
し
て
い

る
の
は
部
落
差
別
と
い
う
行

為
で
あ
っ
て
、
意
識
で
は
な

い
。

　
町
の
学
校
教
育
に
お
い
て

資
料
の
活
用
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

■教
■育■長　３
月
発
行
の
た
め
、

今
年
度
の
指
導
計
画
に
間
に

合
っ
て
い
な
い
。

　
各
学
校
の
児
童
の
実
態
、

発
達
段
階
や
意
識
に
応
じ
て

判
断
し
活
用
し
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
る
。

■田
■中　資
料
で
は
、
学
校
で

部
落
差
別
問
題
を
教
え
る
と

い
う
よ
う
に
変
わ
る
。

　
憲
法
の
基
本
的
人
権
の
規

定
を
、
人
権
を
獲
得
し
て
き

た
歴
史
を
含
め
て
体
系
的
に

学
ぶ
こ
と
を
、
学
校
教
育
に

お
け
る
人
権
教
育
の
基
本
に

す
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
ど
う
か
。

■教
■育■長　憲
法
や
法
律
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
だ
が
、

身
の
回
り
の
個
別
の
人
権
問

題
か
ら
学
ぶ
と
い
う
視
点
も

必
要
だ
。

町が制度を導入すればマイナンバーカードを利用して
コンビニのマルチコピー機で住民票を受け取れる

一

　般

　質

　問

橋
本

　恒 

議
員

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

検
討
を

橋
本
　恒
議
員

橋本　恒議員

導
入
す
る
考
え
は
な
い

西
垣
町
長

■橋
■本　国
と
町
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
は
。

　
国
が
13
％
、町
が
10・５
％
。

■橋
■本　普
及
率
が
低
い
が
、

町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

普
及
の
ス
タ
ン
ス
は
。

■町
■長　普
及
促
進
の
立
場
だ
。

■橋
■本　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
住
民
票
等
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
検
討
し
た

こ
と
が
あ
る
か
。

　
費
用
及
び
、
住
民
票
な
ど

の
１
日
あ
た
り
交
付
数
は
ど

う
か
。

■町
■長　30
年
度
予
算
で
検
討

し
た
が
、
導
入
は
見
送
っ
た
。

　
初
期
費
用
が
６
０
０
万
円
、

運
営
費
用
は
年
額
４
２
０
万

円
程
度
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
交
付
実
績

は
１
日
平
均
61
件
、
窓
口
延

長
分
が
６
・
９
件
。

■橋
■本　費
用
は
か
か
る
が
、

窓
口
延
長
分
の
交
付
は
一
定

数
あ
る
。

　
町
民
と
町
、
両
方
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
が
、
導

入
を
再
検
討
し
な
い
か
。

■町
■長　導
入
済
の
市
町
で
は

利
用
率
が
低
く
、
費
用
対
効

果
も
低
い
た
め
、
現
状
で
は

導
入
す
る
考
え
は
な
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
に
よ
っ
て
は
、
再
検
討

す
る
。

児
童
虐
待
の
対
応
体
制
整
備
を

橋
本
　恒
議
員

今
後
も
体
制
整
備
を
す
す
め
る

西
垣
町
長

■橋
■本　児
童
虐
待
事
件
が
連

日
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
町

の
考
え
は
。

■町
■長　痛
ま
し
い
こ
と
で
あ

り
、
地
域
全
体
で
解
決
す
べ

き
問
題
だ
と
考
え
る
。

■橋
■本　町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
、

児
童
虐
待
に
対
す
る
情
報
不

足
を
感
じ
る
が
、
広
報
体
制

は
ど
う
か
。

■町
■長　情
報
が
分
か
り
づ
ら

い
部
分
が
あ
る
。

　
改
め
て
、
周
知
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
。

■橋
■本　児
童
虐
待
の
相
談
は
、

緊
急
時
24
時
間
受
付
と
な
っ

て
い
る
が
、
時
間
外
は
、
ど

の
よ
う
な
対
応
か
。

■町
■長　宿
直
の
職
員
が
受
付

け
、
担
当
課
職
員
に
連
絡
す

る
。■橋

■本　学
校
は
子
ど
も
の
異

変
を
発
見
し
や
す
い
と
思
う

が
、
虐
待
を
認
知
し
た
と
き

の
対
応
体
制
の
整
備
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
異
変
を
発
見

し
た
ら
、
関
係
職
員
が
対
応

し
、
虐
待
が
疑
わ
れ
た
ら
、

主
管
課
を
通
じ
、
児
童
相
談

所
に
報
告
、
通
告
し
て
い
る
。

■橋
■本　岩
美
病
院
は
、
身
体

的
な
異
変
発
見
時
の
対
応
体

制
を
整
備
し
て
い
る
か
。

　
法
律
に
よ
り
、
対
応
体
制

を
整
備
し
て
い
る
。

　
医
師
も
、
虐
待
の
早
期
発

見
に
努
め
て
い
る
。

■橋
■本　町
内
民
間
医
療
機
関

な
ど
で
、
虐
待
が
発
見
さ
れ

た
と
き
の
連
絡
体
制
は
ど
う

か
。■町

■長　連
絡
体
制
は
で
き
て

い
る
。

■橋
■本　担
当
課
、
教
育
委
員

会
、
医
療
機
関
な
ど
、
横
の

連
携
が
重
要
だ
が
、
組
織
は

整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

■町
■長　要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
を
設
け
、
連
携
し

て
い
る
。

　
今
後
は
、
町
内
民
間
医
療

機
関
も
加
え
た
体
制
に
し
た

い
。

松
本
住
民
生
活
課
長

住
民
生
活
課
長

平
井
病
院
事
業
管
理
者

寺
西
教
育
長
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レジで支払する買い物客

農業や漁業は消費税を価格に転嫁しにくい
（網代港での松葉がにの初競り）

一

　般

　質

　問

升
井

　祐
子 

議
員

■升
■井
　消
費
税
増
税
の
結
果
、

こ
の
20
年
間
で
１
世
帯
当
た

り
約
90
万
円
も
所
得
が
減
少

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
待
機
児
童

問
題
や
、
所
得
減
少
に
よ
り

結
婚
し
た
く
て
も
で
き
な
い

若
者
が
増
加
、
さ
ら
に
は
97

年
の
増
税
以
降
、
失
業
問
題

か
ら
自
殺
者
も
万
の
単
位
で

増
え
て
き
て
い
る
。

　
そ
れ
は
当
然
、
本
町
に
対

す
る
様
々
な
影
響
も
懸
念
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
地
方
か
ら
の
声
は
、
と
て

も
大
切
だ
と
思
う
。

　
町
長
の
増
税
に
対
す
る
意

見
を
伺
い
た
い
。

■町
■長　国
で
し
っ
か
り
議
論

を
し
、
判
断
し
て
い
た
だ
き
、

動
向
を
注
視
し
た
い
。

■升
■井
　消
費
増
税
は
福
祉
の

た
め
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

実
際
は
一
割
し
か
使
わ
れ
て

い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
本
町
の
財
政
へ
の
影
響
は

ど
の
程
度
か
。

■町
■長　10
％
に
な
っ
た
場
合
、

歳
出
は
３
８
１
３
万
４
０
０

０
円
増
え
る
。

　
歳
入
は
、
地
方
消
費
税
の

収
入
額
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

２
年
目
の
交
付
額
は
、
３
０

６
９
万
５
０
０
０
円
の
増
収

の
見
込
み
だ
。

■升
■井
　増
税
す
る
と
、
一
時

的
に
税
収
は
上
が
る
が
、
そ

の
後
さ
ら
に
消
費
が
冷
え
込

ん
で
い
る
し
、
ポ
イ
ン
ト
還

元
も
一
年
と
か
期
間
限
定
だ
。

そ
れ
よ
り
も
、
景
気
回
復
こ

そ
が
経
済
成
長
へ
の
道
。

　
減
税
こ
そ
が
、
最
大
の
福

祉
と
考
え
る
。

　
消
費
税
増
税
に
伴
う
本
町

の
住
民
及
び
企
業
へ
の
影
響

は
。
特
に
岩
美
病
院
、
漁
業
、

農
業
、
観
光
業
は
ど
う
か
。

■町
■長　岩
美
病
院
に
お
い
て

は
、
仕
入
れ
に
よ
る
増
税
分

１
２
０
０
万
円
〜
１
４
０
０

万
円
を
、
病
院
が
負
担
す
る
。

　
農
業
や
漁
業
な
ど
は
、
価

格
が
市
場
に
左
右
さ
れ
、
仕

入
れ
や
設
備
投
資
に
係
る
消

費
税
な
ど
、
価
格
に
十
分
に

転
嫁
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

る
。

　
ま
た
商
業
に
お
い
て
は
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
な
ど
、

事
業
者
の
経
理
、
納
税
事
務
、

商
品
管
理
な
ど
相
当
の
負
担

が
増
加
す
る
こ
と
を
懸
念
し

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
消
費
税
増
税
後
、

買
い
控
え
、
旅
行
な
ど
の
手

控
え
も
予
測
さ
れ
る
。

　
町
と
し
て
特
産
の
Ｐ
Ｒ
、

観
光
客
の
誘
致
な
ど
に
今
後

力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

消
費
増
税
で
消
費
が

冷
え
込
ま
な
い
か

升
井
祐
子
議
員

升井祐子議員

特
産
の
Ｐ
Ｒ
、
観
光
客
の
誘
致
に

力
を
入
れ
る

西
垣
町
長

旧岩美病院（浦富）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
も

混
在
し
た
海
岸
漂
着
物

　
　
　
　（浦
富
海
岸
）

一

　般

　質

　問

杉
村

　宏 

議
員

廃
プ
ラ
の
海
洋
流
出
に

独
自
対
策
を

杉
村
　宏
議
員

レ
ジ
袋
の
使
用
禁
止
は
不
可
能

西
垣
町
長

役
場
管
理
職
員
に
女
性
の
登
用
を

杉
村
　宏
議
員

管
理
職
登
用
は
適
材
適
所
で
、

結
果
論
だ

西
垣
町
長

病
院
事
業
管
理
者

病
院
事
業
管
理
者

■杉
■村
　廃
プ
ラ
は
行
き
場
を

失
っ
て
い
る
。

　
環
境
省
は
家
庭
ご
み
焼
却

施
設
で
の
処
理
検
討
を
求
め

た
。

　
廃
プ
ラ
を
焼
却
す
る
こ
と

は
、
悪
い
選
択
だ
。

　
し
か
し
、
海
洋
へ
の
流
出

は
も
っ
と
悪
い
。

　
町
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

■町
■長　検
討
は
行
っ
て
い
な

い
。■杉

■村
　鯨
や
亀
が
飲
み
込
ん

で
し
ま
う
レ
ジ
袋
な
ど
の
使

用
禁
止
を
目
指
す
姿
勢
を
示

す
べ
き
だ
。

■町
■長　レ
ジ
袋
の
禁
止
は
不

可
能
だ
。

　
た
だ
単
に
レ
ジ
袋
だ
け
が

海
洋
生
物
に
対
し
て
影
響
を

与
え
て
お
る
状
況
で
も
な
い
。

■杉
■村
　町
は
海
か
ら
の
恩
恵

を
大
変
受
け
て
い
る
。
海
洋

に
対
す
る
思
い
を
、
理
念
的

で
も
示
す
べ
き
だ
。

■杉
■村
　こ
の
議
場
に
お
ら
れ

る
よ
う
な
管
理
職
員
に
女
性

を
登
用
す
る
気
が
あ
る
か
。

■町
■長　管
理
職
登
用
は
適
材

適
所
で
、
結
果
論
だ
。

■杉
■村
　目
の
前
の
男
性
の
み

が
管
理
職
員
と
い
う
こ
と
に

非
常
に
違
和
感
が
あ
る
。

　
西
垣
町
長
と
私
と
の
印
象

の
乖
離
だ
。

　
女
性
の
登
用
は
町
の
活
力

を
伸
ば
し
て
い
く
。

町
長
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の

公
開
を

杉
村
　宏
議
員

や
ぶ
さ
か
で
な
い

西
垣
町
長

■杉
■村
　岩
美
ま
ち
づ
く
り
の

会
か
ら
、
町
政
の
見
え
る
化

を
提
案
い
た
だ
き
、
町
は
ゼ

ロ
回
答
だ
。

　
町
長
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
に
掲
載
さ
れ

る
か
。

■町
■長　公
表
す
る
こ
と
は
や

ぶ
さ
か
で
な
い
。

■杉
■村
　委
員
会
・
審
議
会
の

議
事
概
要
な
ど
は
ど
う
か
。

■町
■長　開
示
で
き
る
範
囲
内

で
、
公
開
し
て
い
き
た
い
。

■杉
■村
　町
が
出
資
し
て
い
る

会
社
や
団
体
の
運
営
状
況
の

公
開
は
ど
う
か
。

■町
■長　当
該
団
体
と
協
議
の

上
、
検
討
し
た
い
。

■杉
■村
　町
の
子
会
社
の
状
態

で
、
原
資
は
町
民
の
税
金
を

投
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
見
て
い

た
だ
く
べ
き
内
容
だ
。

マ
イ
ナ
ス
入
札
の
実
施
を杉

村
　宏
議
員

財
政
計
画
で
検
討
す
る

平
井
病
院
事
業
管
理
者

■杉
■村
　旧
岩
美
病
院
を
売
却

す
る
と
マ
イ
ナ
ス
入
札
と
な

る
か
。

　
土
地
評
価
額
は
約
７
千
万

円
、
解
体
費
用
は
約
１
億
円
。

　
土
地
評
価
額
が
建
物
解
体

費
用
を
下
回
る
た
め
、
マ
イ

ナ
ス
の
入
札
は
あ
り
得
る
。

■杉
■村
　早
期
の
入
札
を
検
討

す
べ
き
だ
。

　
マ
イ
ナ
ス
入
札
も
含
め
、

中
・
長
期
的
な
財
政
計
画
の

中
で
検
討
し
た
い
。
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レジで支払する買い物客

農業や漁業は消費税を価格に転嫁しにくい
（網代港での松葉がにの初競り）

一

　般

　質

　問

升
井

　祐
子 

議
員

■升
■井
　消
費
税
増
税
の
結
果
、

こ
の
20
年
間
で
１
世
帯
当
た

り
約
90
万
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も
所
得
が
減
少

し
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と
言
わ
れ
て
い
る
。
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、
待
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児
童

問
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や
、
所
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結
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で
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な
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若
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増
加
、
さ
ら
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は
97
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降
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問
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増
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き
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い
る
。
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町
に
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す
る
様
々
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影
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懸
念
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
地
方
か
ら
の
声
は
、
と
て

も
大
切
だ
と
思
う
。

　
町
長
の
増
税
に
対
す
る
意

見
を
伺
い
た
い
。

■町
■長　国
で
し
っ
か
り
議
論

を
し
、
判
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し
て
い
た
だ
き
、

動
向
を
注
視
し
た
い
。

■升
■井
　消
費
増
税
は
福
祉
の

た
め
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

実
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は
一
割
し
か
使
わ
れ
て

い
な
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い
わ
れ
て
い
る
。
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の
影
響
は

ど
の
程
度
か
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■町
■長　10
％
に
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っ
た
場
合
、

歳
出
は
３
８
１
３
万
４
０
０

０
円
増
え
る
。

　
歳
入
は
、
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方
消
費
税
の

収
入
額
の
増
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込
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３
０

６
９
万
５
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０
０
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。
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。
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祉
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。

　
消
費
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税
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町

の
住
民
及
び
企
業
へ
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は
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美
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院
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漁
業
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、
観
光
業
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ど
う
か
。
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院
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入
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０
０
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４
０
０
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。
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右
さ
れ
、
仕

入
れ
や
設
備
投
資
に
係
る
消

費
税
な
ど
、
価
格
に
十
分
に

転
嫁
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

る
。
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。
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光
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。
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回
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検
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。
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検
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い
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編
集
後
記

　
全
国
の
町
村
議
会
の
議

会
だ
よ
り
を
事
例
に
し
た

研
修
会
に
、
今
年
の
３
月

議
会
だ
よ
り
を
提
出
し
、

赤
ペ
ン
先
生
に
添
削
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
直
に
講
義
を

聞
い
た
参
加
議
員
に
よ
る

と
、
お
褒
め
の
言
葉
を
い

く
つ
か
い
た
だ
い
た
と
の

こ
と
。
と
り
わ
け
表
紙
写

真
に
は
、„
プ
ロ
が
と
っ
た

の
で
す
か
“
と
の
声
が
あ

っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
一
昨
年
は
県
議
長
会
か

ら
、
最
優
秀
写
真
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
撮
影

者
は
異
な
り
ま
す
か
ら
、

う
れ
し
さ
は
倍
で
す
。
表

紙
は
手
に
と
っ
て
い
た
だ

く
入
口
で
す
か
ら
、
今
後

も
大
事
に
し
た
い
で
す
。

議会だより調査特別委員会 【
発
行
責
任
者
】

議
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立
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恒

田
中
克
美

前消防団長
渡 樌 正 章 さん （岩井）

　消防団を通して、長い間多くの方々
にお世話になりました。ありがたいこ
とだと感謝しています。
　地域を守るうえで、消防団は維持し
なければなりません。少子化のもとでは、
女性の消防団員も求められています。

　全国では女性が増えており、女性が使えるポンプなどあり
ます。また、団の活動を継続するために、緊急時に対応でき
るよう、事業所と連携することも必要だろうと思います。
　消防団は、火災だけでなく、自然災害への対応が求められ
ています。男女を問わず入団していただき、地域を守る役割
を担っていただくことを願っています。

消防団長
出 雲 哲 實 さん （田後）

　平成31年4月2日、町長から辞令を
受けた新人団長です。諸先輩の団長が
やってこられた事を引き継ぎ、消防団
の組織を守っていきます。
　自然災害の多い近年、団員一丸とな
って進むことを肝に銘じております。

町民の皆さんの生命、身体、財産を守るために頑張ります。
気が付かれたことがあれば何でも教えてください。
　全国的に団員が減っています。男性団員が減り、女性団員
が増える傾向です。岩美町でも女性団員が15人。もう少し
増やしてはどうか！と思っています。

　6月16日（日）に、消防団員の技術向上
と士気の高揚を図り、消防団活動を充実
することを目的に、東部地区消防ポンプ
操法大会が網代新港で開催されました。
　参加された２分団長さんと、新旧団長
さんに聞きました。

消防団長
さん

　分団長
さんに

　　　聞
きました

駅前分団長
堀　一 志 さん

　駅前分団は、岩美町内の火災すべ
ての地域に出動します。団員は、消火
活動に関わる可能性は高く、毎月点検
を行い、火災や自然災害に備えてい
ます。また、操法大会に参加すること
により、技術を磨き、日頃の活動に活

かしています。
　住民の方には、消防団活動に理解いただいています。
　これからも火災を起こさないよう注意をお願いします。
団員の平均年齢は上がっており、若い力を必要としていま
す。勧誘させていただくときには宜しくお願いします。

浦富分団長
吉 田　聡 さん

　浦富分団は、牧谷、町浦富、浜浦富
の３つの部があり、住民の方々の生命
や財産を守るため火災予防巡回、毎月
の消防施設点検等を行っています。各
地域の方には日々の消防活動にご理解、
ご協力いただきありがとうございます。

　最近は火災だけではなく、異常気象による豪雨、または
地震などいろいろな災害が発生しています。我が岩美町で
は大きな災害は発生していませんが、今後地元の方々と連
携し災害時等への対応を意識した活動も考える必要がある
と思います。引き続き、消防活動に皆さまのご理解とご協
力をお願いします。
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